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剥製美術（6）　マウリツィオ・カテランの動物作品
― 交錯するリアリティとアクチュアリティ

Taxidermy in Contemporary Art （6）: Maurizio Cattelan’s 
Animal Works - Intersecting Reality and Actuality

森山　緑
所員、学芸員

Midori MORIYAMA
Curator

　イタリア出身のマウリツィオ・カテラン（Maurizio 

Cattelan, 1960- ）は、皮肉やユーモアを交えた作品（主に立
体作品）を発表し、時にそのスキャンダラスな要素が議論を
呼ぶこともある作家である。本稿ではカテランが頻繁に動物
の剥製を素材として用いている点に注目し、制作意図および
鑑賞者の作品受容について考察する。カテランは剥製の動物
に自身を投影し、不安や畏れや絶望、さらには逃避の行為を、
まるで生きているかのように製作された剥製のリアリティを
用いて表現している。2011 年にニューヨークのグッゲンハ
イム美術館で開催された大規模な個展では特異な展示方法が
採用され、フランク・ロイド・ライト設計による吹き抜けの
大空間に全作品を吊るすインスタレーションは、作品が持つ
死のイメージと連動したものとなった。「見せ方」へのカテ
ランのこだわりについても、企画者による論考や修復家への
取材から検討する。

　Maurizio Cattelan （1960- ） is an Italian artist whose ironic 

and humorous works （mainly sculptures） are sometimes 

controversial for their scandalous elements. This paper focuses 

on Cattelan＇s frequent use of taxidermized animals as materials, 

and examines his production intentions and viewers＇ reception of 

his works. Cattelan projects himself onto taxidermized animals, 

expressing anxiety, awe, despair and even escapism through the 

reality of taxidermy, which is made to look as if it were alive. 

In 2011, a peculiar exhibition method was used for a major 

solo exhibition at the Guggenheim Museum in New York. The 

installation, in which all the works were hung in a large rotunda 

designed by Frank Lloyd Wright, was linked to the image of 

death in the works. Cattelan＇s commitment to the ＇way of 

showing＇ will also be examined through the essay by the curator 

and interviews with the conservator.
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０．はじめに
20 世紀以降に登場した剥製美術作品は、従来用いられて
きた用途、すなわち博物館などでの研究用、教育用とは異な
り、美術家がある制作意図を持って、動物の死から得られ、
加工が施された、人工物である剥製や毛皮を利用し、美術館
やギャラリー空間での展示を目的に（あるいは個人のコレク
ションのために）制作されてきた。剥製を利用した美術作品
についての研究は 2000 年代から多く見受けられ、美術史で
はランゲ＝ベルントの包括的研究（Petra Lange-Berndt. Animal 

Art: Präparierte Tiere in der Kunst 1850-2000. München, 2009.）が主
に欧米の作家を扱っている。また、ジョヴァンニ・アロイ 

（Giovanni Aloi）は、自然・環境・芸術を横断的に思考しなが
ら、数多くの剥製美術作品を取り上げており、その他にも動
物学（Animal Studies） 領域での研究等欧米圏での研究が進捗
している。また、作品制作に人類学的調査や社会学のフィー
ルドワークを取り入れる美術家が増えてきたことに伴い、文
化人類学者や社会学者による考察も増加している＊1。
日本においても 20 世紀後半から剥製や毛皮を用いる美術

作品が散見され、展覧会やギャラリーでの展示も見受けられ
る。石倉敏明（芸術人類学）や奥野克巳（社会人類学）らが剥
製美術作品について研究、考察を発表しているが、美術史の
文脈での研究はいまだ不十分と言わざるを得ないのが現状で
ある。
本稿ではマウリツィオ・カテラン（Maurizio Cattelan, 1960-）

の剥製美術作品に焦点をあて、カテランがこれらの作品に剥
製を用いたのはなぜなのか、剥製は何を意味するのか、また
カテランの回顧展的な展示となった 2011 年のグッゲンハイ
ム美術館での展覧会「Maurizio Cattelan: ALL」を中心に、鑑
賞者にインパクトを与える点を常に重視するカテランの戦略
を考察する＊2。

１．トリックスター的振る舞い
マウリツィオ・カテランは、イタリアのパドヴァに生ま

れ、その生い立ちは華々しいものではなかった。家庭環境と
りわけ金銭的な面では決して余裕のある暮らしではなく、小
学生の頃からさまざまな仕事をしてきたという。現代美術家
として現在では国際的に活躍するカテランだが、美術教育は
一切受けてこなかった。立体作品や写真を用いて、ときにパ
フォーマティヴなインスタレーションを発表してきたカテラ
ンは、自身のアトリエやスタジオを持たないこともよく知ら
れている。デュシャン以降の美術家にとって「作品制作」と
はもちろん、自身の手技を駆使することだけではない。カテ

ランはその系譜の作家として位置付けられるとともに、伝統
的な風刺や皮肉、ジョークを交えた表現を取り、「トリック
スター」的な振る舞いで人々を惹きつける作家として評され
ている。
1980 年代、彼は家具デザインの仕事に従事し、その頃に

イタリアの画廊で作品を発表した。本格的に美術家として活
動を開始したのは 1990 年代になってからで、とりわけ 1993
年、ヴェネツィア・ビエンナーレのアペルト（若手部門）に
参加要請された際にカテランがとったパフォーマティヴな行
為にはのちの作品にも通底する彼の「失敗の美学」と「逃避
行動」がよく示されていた＊3。彼はビエンナーレ参加をきっ
かけに、ある種の芸術が金銭の獲得につながることを学んだ
と言うことができる。「何も作り出せはしない」「プロパーな
教育を受けて来なかった」カテランが幼少期の困窮生活に戻
る恐怖と戦っていた時期である＊4。その後も何度か各地の芸
術祭に参加し、今年 2024 年のヴェネツィア・ビエンナーレ
ではヴァチカン館のアーティストとして名をつらねてい
る＊5。
1993 年にニューヨークへ拠点を移したのち、美術の世界

へ本格的に登場したカテランは 1994 年ニューヨークのダニ
エル・ニューバーグ・ギャラリーで動物を用いた作品を展示
する。剥製ではなく生きたロバをギャラリーに入れた本作の
タイトルは《「注意！自己責任で入場してください。触らな
い、餌を与えない、禁煙、写真撮影禁止、犬禁止、よろしく
お願いします（Warning! Enter at your own risk. Do not touch, do 

not feed, no smoking, no photographs, no dogs, thank you）》であっ
た。生身の動物を美術作品として用いた例は 1969 年にロー
マのガレリア・ラッティコでヤニス・クネリスが行った展示
や、リチャード・セラによる 1966 年の作品、あるいは 1974
年ヨーゼフ・ボイスがニューヨークで初めて行った展覧会で
のパフォーマンスを想起させる＊6。カテランはこの作品で自
身が「何も造形しない」美術家であることを示すとともに、
ロバが持つシンボリックな意味を自身の投影あるいは自画像
として提示した。無知で愚鈍な動物として歴史的に表象され
てきたロバはカテランの美術家としての初期の立ち位置を示
しながら、美術界の既存の枠組みを皮肉る作品となってい
る。
アルテ・ポーヴェラの美術家たちはカテランと同様に日常

的な素材を生のまま提示するなど共通点も見られ、1960 年
代後半から 70 年代にかけてイタリアを中心に起こったこの
芸術運動からカテランへのいささかの影響もないかと問え
ば、それは否であろう。しかしカテランの作品制作と展示方
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法、社会や歴史に対する皮肉的でジョーク混じりの作品は、
よりジェフ・クーンズに近しいものだとも言われる。1980
年代のクーンズ作品を見ればカテランに類似する側面を見て
とることも可能であるが、ナンシー・スペクターが言うよう
にカテランの作品は「ひとつの知的パラダイムに固執するこ
となく、両者の決定的な要素を融合させている。そのポップ
な感性は、憧れでありながら皮肉であり、コミカルでありな
がら批評的であり、とらえどころがなく、しかしすぐに親し
みやすい。熟練したアウトローのように、カテランは社会
的・文化的に受け入れられるものとそうでないものの間の微
妙な境界線を行き来する」のであり、その境界線から大きく
逸脱するクーンズとはまた一線を画すものであると言うこと
ができる＊7。

２．カテランの動物作品
カテラン作品にはワックスなどで成形された人物像が多く
あり、その中には等身大の人間を本物と見紛うほどに精巧に
造形したものがある。一方で動物の剥製が用いられた作品も
1990 年代後半から頻出する。まず、カテランの重要な作品
として《Novecento（20 世紀）》（1997 年）をみてみよう（fig.1）。
剥製の馬が、重い貨物を船に乗せたり降ろしたりするときに
使うベルト付きの馬具で天井から吊るされている。トリノに
あるバロック様式の建物を利用した現代美術館の空間で違和
感を醸し出す吊り下げ式の作品は、悲哀、同情、畏怖などさ
まざまな感情を呼び起こす。カテランは、ニューヨークのセ
ント・マークスプレース（イーストヴィレッジの中心的な通り
であり、カテランが居住している地区）の商店のウィンドウに
飾られたアルバムのジャケット写真からインスピレーション
を得たという＊8。本作によく似た作品《無題》は前年の
1996 年にマッシモ・デ・カルロのギャラリーで開催された
展覧会のために制作されており、馬が天井から吊り下げられ
ている（fig.2）。
この 2 作品はよく見てみれば異なる作品であることが判

る。《Novecento（20 世紀）》の馬は、より脚が細長く、首も
ほぼ真下に向けて造形されているのだ。元は「ティラミス」
という名の競走馬だったこの馬の脚を、1996 年の作品より
長くしたのは、重力に引っ張られるようなイメージをより明
確にしたかったためだとカテランは述べている。これによ
り、重力に対して無力であり何もなすすべがないかのごとく
宙に浮く馬は不安定さと悲劇性をいっそう帯びるようにな
る。後述するように「吊り下げる」行為または「吊り下げら
れた」ものは死のイメージと容易に結びつく。動物の剥製は

死を前提としてそこに存在し、人間の手によって加工された
死の姿である。それを吊り下げた状態を見せる方法で、さら
に死が強調されることになっている＊9。
同時代の美術家で、動物を死のイメージと結びつけて表現

するダミアン・ハースト（Damien Hirst, 1965- ）との違いを
フランチェスコ・ボナミは以下のように考察している。「ダ
ミアン・ハーストが死の象徴としての動物に注目し、正反対
の視点から動物を扱っていたのと同じ頃、カテランは人間が
動物に投影する感情の種類に集中していたことだ。（中略）
ハーストのサメは、死してなお、空間と権力を取り戻そうと
するイギリス人個人の誇りと傲慢さを反映しているように見
えるが、カテランは死の中に、哀れな親しみの究極の瞬間を
見出している」＊10。ハーストの作品に傲慢さが反映されてい
るかどうかは別として、カテランの剥製の用い方は、鑑賞者
に何らかの感情を呼び起こす、感情移入をさせる作用がある
ように見て取れる。

 そのことは《Bidibidobidiboo》（1996 年）にも現れている
（fig.3）。リスの剥製が小さなテーブルにもたれかかるように
寝ている。リスが実物大であるので、テーブルや椅子、後ろ
のキッチンの造作もかなり小さい。展示室の床に置かれたこ
の作品を鑑賞者はかがみ込んで見ることになる。寝ているか
と思ったリスが、実は拳銃自殺をしたのだと気づくのに、そ
れほど時間はかからない。リスの足元には小さな拳銃が落ち
ている。絶望したリスの姿はカテラン自身の投影かもしれな
い。カテランによれば本作品のテーブルやキッチンのモ
ティーフは、幼少期に過ごした自分の家にあったものを再現
したのだと語っている。イタリアの労働者階級の典型的な家
庭の台所にある安っぽい素材のテーブルが再現されており、
シンクには汚れた食器が積まれている。1990 年代、必死に
働き苦労をしたところでなかなか報われない社会をカテラン
は肌で感じていたという。
イタリアは経済政策がうまく進んでおらず 1990 年ごろま

で財政赤字の拡大、インフレ率の高騰、汚職の蔓延などで社
会は停滞していた。1992 年にヨーロッパ経済通貨統合が調
印され、1993 年 11 月からの発効につづいて 1997 年までに
悪化した経済状況を改善しなければならない状態に置かれて
いた時期である＊11。しかしいつの時代でもどこの地域でも
あり得る点で、このリスは明日の我が身でもあるかもしれな
いと思う鑑賞者もいるだろう。ここには労働、仕事、経済の
システムにからめ取られている現代社会が反映されていると
も言える。小さなリスの作品は、ディズニー映画「シンデレ
ラ」で歌われる呪文「ビビディ・バビディ・ブー」を想起さ
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せるタイトルを付与され、甘美で夢のように華やかな世界へ
と変化するシンデレラ物語との対比によって、逆説的に悲哀
の感情がより増加して醸し出されるのである。
動物の姿にカテラン自身を投影していると思われる作品

《無題》（1997 年）（fig.4）も挙げておきたい。ロンドンの現代
美術館（ICA）での展覧会に際し、何もアイデアが浮かばな
いと悩んでいたカテランはダチョウの剥製を用いた。長い首
が展示室の床面に突き刺さり、ダチョウの頭部は床下に埋
まっている。「何かをすることの不可能性について」表現し
たものだとカテランはインタビューに答え、「失敗、不安」
を美術作品へと造形していたのだと言う＊12。ここでいう「失
敗」とは子供時代に先生や大人たちから叱責や懲罰を受ける
ことへの恐怖、そして青年時代にかけて、多くの職業を経験
しながら何者にもなれず、人生における「失敗者」とカテラ
ン自身が思い込んできたことが反映されている。「何も作れ
ない」ことで逆に、構想を具現化した作品を発表した途端に
「美術家」として認められるという、不可思議なシステムを
懐疑的にとらえ、彼は常に「自分はアーティストではない。
これは仕事だから」と言い続けているのである。
美術家が自身を投影するものに自画像がある。歴史上、幾
多の自画像が描かれ造形されてきた。むろん自画像は虚像で
あり幻像であるかもしれない。真実を写す自画像など存在し
ないとも言えるが、ある意志を持って制作された自画像には
そこに表現したい自身の要素が存在する。誇りや生命力に満
ちた像、苦悩や疲れを表す表情、死とともにある自画像など
自己のアイデンティティを形成する中で多くの美術家が自画
像を描いてきた。カテランが動物の剥製を自身の身代わりの
ように用いる手法はこの系譜に連なると言えるかもしれな
い＊13。
しかしなぜ剥製を用いるのだろうか。他の素材、たとえば
カテランの立体作品には自己の似姿をワックスや樹脂等で成
形したものが数多く存在する。《La Rivoluzione siamo noi》
（2000 年）（fig.5）や《Mini-Me》（1999 年）（fig.6）は、自身の
顔を樹脂で造形しているし、ローマ法皇をはじめとしてヒト
ラーや警察官、少女などさまざまな人物をフィギュア化して
いる＊14。動物も同様に造形用の素材を用いて制作すること
も可能であるにもかかわらず、剥製を用いているのはなぜな
のか。一つには、すでに誰かの手によって製作された剥製は、
いちから職人や造形師に依頼しなくても良い利点がある。発
注の際には既製の剥製に多少の変形を施すだけで作品が成立
する手軽さがあると考えられる。二つには、剥製の持つ物理
的な強度が必要であると考えられるのではないか。生きてい

た状態を可能な限り再現する剥製は、呼吸こそしていないも
のの、人工的な素材で造形された像とは異なる質感を持つ。
とくにカテランが好んで用いる哺乳類や鳥類は毛皮や羽毛が
本物であるために、よりリアルな姿を見せることが可能と
なっている。この「本物らしさ」はカテランが自身の作品に
とって重要と考えている一つの要素でもある。
展示会場に「本物と見紛う」作品を設置し来場者を驚かす

方法はカテランがしばしば用いる手段であり、よく知られて
いるのが《Kenneth》（1998 年）をはじめとする「ホームレス」
の人物を形どった作品シリーズである。「長時間うずくまっ
て動かない人物がいる」と心配した人が警備員に通報するな
ど、カテランの仕掛けに鑑賞者が翻弄される事態も起きてい
る＊15。なかでも犬の剥製を用いた《Stone Dead》（1997 年）
（fig.7）や《Good Boy》（1998 年）（fig.8）は、展示室の椅子で
熟睡している様子の犬に来場者の注意が惹きつけられ、しか
しそれが現実の生きている犬ではなく「死んだ姿」の剥製が
そこにあると気づき驚くという仕掛けだ。
リアリティの語源をたどれば、ラテン語の res=モノであ

り、アクチュアリティは actio＝行動・行為の意味を含んで
いる＊16。動物の身体が持つリアリティは、その動物が何か
を演じているようにセッティングされることによって、より
いっそう美術家のアクチュアリティにつながるのである＊17。
頭部を床にめり込ませたダチョウはカテランが常に怖れてい
る「失敗」への「回避行動」であり、自殺したリスや吊り下
げられた馬も、カテランもしくはカテラン以外の人々にも当
てはまる、現代社会に生きる人間のアクチュアリティが反映
されていると言うことができる。

３．グッゲンハイム美術館での回顧展
 2011年11月から翌年の1月にかけて、ニューヨークのグッ
ゲンハイム美術館でカテランの主要作品を一堂に展示する展
覧会「Maurizio Cattelan: All」展が開催された。周知の通り、
フランク・ロイド・ライトの設計による同館は特徴ある美術
館建築であり、通常ここで行われる展覧会では、来場者がま
ず最上階まで昇り、ゆるやかに下降する傾斜を持つスロープ
を歩きながら壁面側に設置された展示物を鑑賞していく。建
物の中央部は天井までの吹き抜けとなっているため、美術作
品は建物の内壁に沿って展示されるのが普通である。吹き抜
けの上部は自然光を採光する設計になっており、有機的であ
りながら近未来的な空間が創出されている＊18。
カテランの展覧会企画者であるナンシー・スペクターは

1989 年以降に制作されたカテランの作品をほぼ一堂に集め、
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回顧展のようにカテランという美術家を一望できるよう企画
したのであるが、時間軸に沿って作品を紹介するような紋切
り型の展示では到底カテランの「すべて」を体感することは
できないと考えていた。とりわけ初期の作品はパフォーマン
スに近いもので作品再現は不可能であり無意味である。また
多くの立体作品も、カテランは要請された場にふさわしい、
いわばサイト・スペシフィックな設置をすることによって、
作品の意義を際立たせてきたのであるから、一堂に集めると
言ってもただそれらを陳列するだけではカテランの「すべ
て」にはならないと言うのである＊19。
そこでグッゲンハイム美術館の天井からすべての作品を

「吊るす」という展示方法となった（fig.9 展示風景）。カテラ
ンがしばしば見せる、権威や制度、既存の価値観、レッテル、
歴史解釈などへの皮肉的な態度を視覚的に表現する構想はも
ちろんカテランとの協働で果たされたものであった。しかし
吊るすといっても展示作品は 128 点もあり、グッゲンハイム
のロトンダの天井がこれらの重量を支え切ることができるの
かは、誰しも確信が持てなかったという。
通常であれば展覧会開幕の数ヶ月前から直近までに作品を
集荷するのであるが、本展では約一年前にすべての作品を集
荷した。なぜかといえば吊り下げ用の装置をあらかじめ造作
し、ニューヨークの他地域に倉庫を借りてロトンダと同様の
条件を作り、吊り下げの実験を繰り返したのである。作品を
どのように配置し、吊り下げる長さを調整すればバランスが
保たれるのかを試行錯誤したため、シニア・コンサヴァター
のネイサン・オターソン氏は「かなり時間を費やした」と
語ってくれた＊20（fig.10 展示作品イラスト）。
もう一つ興味深かったのは、カテランが用いた剥製作品は
制作時もしくは作品発表時から時間を経たものも多く、また
個人蔵の作品には劣化が認められるものもあったため、カテ
ランはいくつか新たな個体を提供したという点である。展示
作品 128 点中、剥製は 22 点におよぶがその全てではないに
せよ、おそらくイタリアの剥製職人から調達したと思われる
という。カテランが従来の「美術作品のオリジナリティ」の
概念にまったくこだわらない姿勢を垣間みることができ、
「仕事であり、その結果であるだけ」だと自身の作品を位置
づけるカテランの態度がわかるエピソードであった。
剥製や動物を用いた展示は近年しばしば動物愛護団体等か
ら抗議を受ける例があり、グッゲンハイム美術館で 2017 年
に中国人アーティストの作品 3点が抗議によって展示から撤
去されたことは記憶に新しい＊21。カテランの本展ではそう
した問題がなかったのか尋ねたところ、企画段階から動物保

護団体 PETA （People for the Ethical Treatment of Animals）とは
話し合いをしてきたという。本展での抗議やクレームはほぼ
無く、問題は生じなかったが、現在（2023 年）では事情が異
なってくるかもしれないとのことだった。2012 年に英国の
テート・モダンで開催されたダミアン・ハースト展でも抗議
がほとんど見られなかった（批評はむろん賛否ある）のと同様
に＊22、それ以降の十数年でよりいっそう動物虐待や動物の
福祉、権利に関する運動が広がりを見せるとともに SNS普
及も要因となって美術館の姿勢が問われる時代となっている
ことが分かる。カテランの作品は前述したように人々にある
種の感情移入を起こさせるが、動物の死を前提とした剥製を
用いることがそもそも虐待や反福祉とされるのであるなら
ば、今後はこうした剥製美術の展示自体が困難になることは
大いに予想できる。
ロトンダの空間全体を使った展示はカテランのキャリアを

一望できるものとなった。企画者が「文字通りの立体的なカ
タログ・レゾネの中に逆さまに封じ込めたこのインスタレー
ションは、包括性という概念を揶揄している。作家は、洗濯
物を干すように作品を干しているのだ」と述べている通り、
この展示方法はカテランの思考をもっとも良く表していると
言えるだろう。この直前まで開催されていた李禹煥展の静謐
な空間と対照的な、アイロニーに満ちた祝祭的空間の中に、
剥製の動物たちが奇妙なポーズとセッティングによって吊る
され「まるで集団処刑のよう」にも見える。「絞首台のよう
にロープで吊るされたオブジェが作品に蔓延する死の暗示を
露骨に示している」のは、そこに死を伴った剥製が用いられ
ていることにより、いっそう強度を増しているのである＊23。

４．おわりに
20 世紀以降の剥製美術を俯瞰してみると、大きな潮流が
二つあることに気付かされる。一つは、マーク・ダイオンら
に代表される地球環境問題等の社会的課題に向けられた関心
のもと、非 -動物として設定されてきた人間の優位性、支配
と非支配の関係を顕に示す作品を制作する美術家たちであ
る。ここにはたとえば Snæbjörnsdóttir/Wilsonによって実施
された、ホッキョクグマの剥製を集めた展示プロジェクト
（2006 年に nanoq: bluesome and flat outとして展示）などが含ま
れる。彼らは動物の姿を極端に加工したり変形させたりはせ
ず、剥製の体をそのまま使うことで自然主義を讃美しつつ、
フィールドワークによる資料収集とインタビューによって、
よりポストモダンの領域に踏み込んでいることがわかる。自
然史博物館という本来のコンテクストから動物の剥製を切り
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離し、ギャラリースペースのガラスキャビネットへ移設する
ことで、クマの体を魅力的に見せると同時に人々を怖がらせ
るといった多重性の中に置くことによって彼らの仕事の頂点
に達する＊24。
いま一つの潮流は、デュシャン以降に出現した「ファウン
ド・オブジェ」として剥製を用いる美術家たちである。彼ら
の関心は、剥製が与えるインパクトの強さにあるように思わ
れ、ロバート・ラウシェンバーグの《モノグラム》（1955 年）
やトーマス・グリュンフェルトの「ミスフィット」シリーズ
などが該当するであろう。自然史博物館の標本であるはずの
剥製を本来の文脈から切り離す点は上述したカテゴリーの作
品と共通するものの、そこに何らかの社会的メッセージは含
意されず、解釈の余地は鑑賞者によって拡大可能である。
一方カテランの剥製作品は上述の二つのカテゴリーのいず
れにも当てはまらない。そもそもカテランの用いる剥製はい
くらでも代替可能な素材の一要素であり、これまで述べてき
たように、それらの動物たちはカテランのいわば自画像のご
とく提示されており、その特定の動物が持つ啓蒙的あるいは
象徴的な意味やメッセージ性には乏しいと言える。カテラン
は自身の姿や、歴史的に著名な人々つまりヒト型をフィギュ
ア化した作品を多く制作し、動物もたとえば実在するもので
はないが、ウサギ型動物の着ぐるみを世界的ギャラリーであ
るペロタンのオーナーに着させた作品もある。そうした人工
的素材で制作可能であるにもかかわらず、リアルに再現され
た剥製を用いることで、現実＝リアリティを全面に押し出し
ながら、鑑賞者にその動物の心情を汲みたくなるような気持
ちにさえ、させてしまう。ジョヴァンニ・アロイは「好むと
好まざるとにかかわらず、『ありふれたもの』は、世界に意
味を与えるものとして、私たちがある確信を得る場所であ
る。ありふれたもの、つまりコミュニケーションを可能にす
る規範的な性質は、今や動物を論じる際の障壁や障害ではな
く、生産的な出発点として見られるようになるはずである。」
と述べている＊25。剥製は非日常的な既製品であるかもしれ
ないが、人々が見たこともないような造形物ではない。それ
らは誰もが知っている姿かたちをしており、カテランはとり
わけ身近な動物（鳩、リス、馬、犬など）を展示空間で示して
いるのだ。
「現実は私のアートよりもはるかに刺激的だと思う。私は
いつも、日常の現実のかけら（本当にクズ）を拝借している。
私の作品が非常に挑発的だと思うのなら、現実は非常に挑発
的であり、私たちはそれに反応していないだけだということ
だ。私たちは麻酔をかけられているのだ」とカテランは述べ

ている＊26。日常生活において周囲の事物や現象に慣れすぎ
ているわたしたちが見過ごしている「何か」を、もっとよく
注意をして見回し、考えろ、とカテランの剥製美術作品は挑
発してくるのである。
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＊18 「グッゲンハイム美術館がどのような状態であるかを理

解するために、諸君がしなければならないことは、すべ

てが人間のスケールに美しく調和した、清潔で美しい建

物全体の表面を想像することである。その表面は上から

の採光で太陽光線はどんな角度であっても、又人工照明

も同様上部からで、これはキュレーターや芸術家がそう

あって欲しいと願う状態である」。「壁は外に向ってゆる

やかに傾き、はっきりとした目的のために非常に大きな

スパイラルを形作っている。鑑賞者と絵画と建築の、こ

れは一つの新しい統合である」。ブルース・B・ファイ

ファー「グッゲンハイム美術館とマリン郡庁舎」『GA　

グローバル・アーキテクチュア〈フランク・ロイド・ラ

イト〉』A.D.A. EDITA Tokyo Co., Ltd.、1975 年、ページ不

記載。

＊19 場（サイト）とカテラン作品に関する文献は Sasha 

Bianca Goldman, THIS IS NOT A JOKE: MAURIZIO 

CATTELAN’S SITE SPECIFIC PRACTICE, A thesis 

submitted to The Temple University Graduate Board, 2014. 

ほかにサイト・スペシフィックやインスタレーションに

ついては以下を参照。Meyer, James. ＂The Functional Site; 

or, The Transformation of Site Specificity,＂ in: Space, Site, 

Intervention: Situating Installation Art, ed. Erika Suderburg.

 Minneapolis: University of Minnesota Press, 2000; Miwon 

Kwon, One Place After Another: Site-Specific Art and 

Locational Identity from 2002, The MIT Press, 2004.

＊20 2023年9月8日、グッゲンハイム美術館にてキュレーター

のナット・トロットマン（Nat Trotman）氏およびシニ

ア・コンサヴァターのネイサン・オターソン（Nathan 

Otterson）氏への取材による。

＊21 2017 年 10 月 6 日 -2018 年 1 月 7 日「Art and China after 

1989: Theater of the World」展でターゲットとなった作品

の一つはビデオ作品で、2匹の犬が向かい合ったランニ

ング・マシンの上でお互いに噛みつこうと必死で走って

いる様子を映したものである。それを眺めている中国人

らしき観衆も映っており、こうした虐待行為をしている

中国に対する非難も含めて PETA（People for the Ethical 

Treatment of Animals）は抗議し、ニューヨーク・タイム

ズ紙がそれを報じたことにより、グッゲンハイム美術館

は「私たちの施設とスタッフの個人は、ソーシャルメディ

アへの投稿、オンライン署名コメント、電子メールや個

人的なボイスメールによる何千ものメッセージによって

組織的に標的にされた。場合によっては、これらのメッ

セージは暴力を脅かすものであった。周知のようにこう

したサイバー攻撃は発信元を突き止めるのが困難であ

り、その脅威から身を守るのも同様に困難な」事態となっ

たのである。その後、同紙上では館長名で声明が出され、

同時に PETAからの声明も掲載された。PETAは「私た

ちは、美術館が思考、議論、討論を誘発し続けることが

でき、またそうあるべきだということに同意する。しか

し、美術館がサーカスの余興になってはならない。」と締

め括っている。

 https://www.nytimes.com/2017/10/17/opinion/guggenheim-

peta-animals-art.html（2024年 5 月 5 日閲覧。）

＊22 2020 年 2 月 17 日 -21 日、ロンドンのテート・アーカイ

ヴで 2012 年のダミアン・ハースト展の調査を行った。展

覧会評の新聞、雑誌記事では動物を用いることに対する

批判は皆無であった。

＊23 ナンシー・スペクターによる展覧会の紹介テキスト。

 https://www.guggenheim.org/exhibition/maurizio-cattelan-

all（2024 年 5 月 5 日閲覧。）

＊24 Bryndís Snæbjörnsdottir, and Mark Wilson. Nanoq: Flat out 

and Bluesome: A Cultural Life of Polar Bears. London, 2006.

＊25 Giovanni Aloi, Deconstructing the Animal in Search of the 

Real, in: Anthrozoös, vol.25, issue sup 1, 2012, pp.73-90. （翻

訳協力：中嶋康太氏）

＊26 Nancy Spector, ＂Political Dimensions＂, in: Maurizio Cattelan: 

ALL, 2011, p.43.

図版出典
fig.1：Novecento, 1997. Taxidermied horse, leather saddle, rope, 

and pulley, 201.2 x 271.3 x 68.6cm. Castello di Rivoli, Museo 

d＇Arte Contemporanea, Exhibition catalog, Maurizio Cattelan: 

All, Revised edition, Guggenheim Museum Publications New 

York, 2016.（First edition 2011.）

fig.2：Untitled, 1996. Taxidermied horse, leather saddle, rope, and 

pulley. Installation view: Maurizio Cattelan, Galleria Massimo De 

Carlo,, Milan, February 16-March, 1996. Exhibition catalog, 

Maurizio Cattelan: All, Revised edition, Guggenheim Museum 

Publications New York, 2016.（First edition 2011.）
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fig.3：Bidibidobidiboo, 1996. Taxidermied squirrel, cerqmic, 

Formica, wood, paint, and steel. 45 x 60 x 58cm, Fondazione 

Sandretto Re Rebaudengo, Turin. Exhibition catalog, Maurizio 

Cattelan: All, Revised edition, Guggenheim Museum Publications 

New York, 2016.（First edition 2011.）

fig.4：Untitled, 1997. Taxidermied ostrich and wood chips, 124.5 x 

134.6 x 50.8cm, François Pinault Fondation. Exhibition catalog, 

Maurizio Cattelan: All, Revised edition, Guggenheim Museum 

Publications New York, 2016.（First edition 2011.）

fig.5：La Rivoluzione siamo noi, 2000. Polyster resin, wax, 

pigment, felt suit, and metal coart rack. figure dimension: 123.8 x 

35.6 x 43.2cm, coat rack: 189.9 x 47 x 52.1cm. Solomon R. 

Guggenheim Museum, New York. Exhibition catalog, Maurizio 

Cattelan: All, Revised edition, Guggenheim Museum Publications 

New York, 2016.（First edition 2011.）

fig.6：Mini-me, 1999. Resin, rubber, synthetic hair, paint, and 

clothing. 45 x 20 x 23cm, Collection of Karen and Andy Stillpass. 

Exhibition catalog, Maurizio Cattelan: All, Revised edition, 

Guggenheim Museum Publications New York, 2016.（First 

edition 2011.）

fig.7：Stone Dead, 1997. Taxidermied dog, 30 x 38 x 15cm, Andrea 

Thuile and Heinz Peter Hager, Bolzano, Italy. Installation view: 

Maurizio Cattelan: Tre installazioni per il Castello, Castello di 

Rivoli, Museo d＇Arte Contemporanea, Rivoli-Turin, October 21, 

1996 - June 18, 1997. Exhibition catalog, Maurizio Cattelan: All, 

Revised edition, Guggenheim Museum Publications New York, 

2016.（First edition 2011.）

fig.8：Good Boy, 1998. Taxidermied dog, 12.7 x 40.6 x 27.9cm, The 

Virginia and Bagley Wright Collection, Seattle, Promised gift to 

the Seattle Art Museum in honor of the 75th Anniversary of the 

Seattle Art Museum. Exhibition catalog, Maurizio Cattelan: All, 

Revised edition, Guggenheim Museum Publications New York, 

2016.（First edition 2011.）

fig.9：Installation view: Maurizio Cattelan: All, November 4, 2011 - 

January 22, 2012. Solomon R. Guggenheim Museum, New York. 

Exhibition catalog, Maurizio Cattelan: All, Revised edition, 

Guggenheim Museum Publications New York, 2016.（First 

edition 2011.）

fig.10, 11：Artwork layout of the exhibition. Courtesy of Solomon 

R. Guggenheim Museum, New York. 

＊本稿は独立行政法人日本学術振興会による科学研究費助成事

業（JSPS科研費）、課題番号 21K00147 基盤研究（C）「剥製

美術の研究——狩猟、信仰、食との関係から考える近現代美

術の諸問題」（2021-2023 年度）による研究成果の一部である。

fig.1 fig.2
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fig.10

43. Untitled, 1994
Photocopy and spray paint
Private collection
Exhibition copy

44. Torno subito, 1989
Engraved Plexiglas
Private collection, Italy

30. 13.3.81 my last kiss, 
1997
Taxidermied dogs
Collection P. Nouvion, Monaco

33. Tourists, 1997

Others, 2011
Taxidermied pigeons
Private collection

38. Spermini, 1997
Painted latex masks
The Dakis Joannou Collection

40. Christmas ’96, 1996
Rubber, model trees,  
and artificial snow
Edition 3/3
Private collection, Italy

42. Stephanie, 2003
Wax, pigment, synthetic hair, 
and metal 
A.P. 1/1, edition of 3
Private collection

35. Not Afraid of Love, 
2000
Styrene, polyester resin, paint, 
fabric, and hair
Edition 1/2
Rubell Family Collection, Miami

39. Reflection in his eyes, 
1997
2 chromogenic prints,  
face-mounted to acrylic
Anne and William Palmer

32. Untitled, 2009
Canvas and broom
A.P. 1/2, edition of 3
Private collection

36. Lessico familiare, 1989
Black-and-white photograph 
and silver frame
Private collection

28. Frau C., 2007
Polyester resin, paint, human 
hair, clothing, and shoes
Private collection

26. If a Tree Falls in the 
Forest and There is no 
One Around it, Does it 
Make a Sound?, 1998
Taxidermied donkey, television, 
rope, saddle, and blanket
migros museum für gegenwartskunst, 
Zurich

29. Gérard, 1999
Plastic, clothing, shoes, and 
blanket
The Dakis Joannou Collection

31. Untitled, 2004
Polyurethane, polyester
resin, paint, fabric, rope, 
and synthetic hair
Private collection

41. Untitled, 2004
Check with ink addition
Collection of Beth Swofford

34. Untitled, 1995
Metal, paint, and plastic
Edition 1/3
Collection Riccardo and Danila Patti

27. Mother, 1999
Black-and-white photograph
Edition 10/10
The Buhl Collection, New York

37. Charlie Don’t Surf, 
1997
School desk, chair, mannequin, 
clothing, rubber, paint, shoes, 
and pencils
Edition 1/3
Andrea Thuile and Heinz Peter Hager, 
Bolzano, Italy

45. Untitled, 2007
2 taxidermied dogs and chick
Private collection

47. Now, 2004
Polyester resin, wax, pigment, 
human hair, clothing, and coffin
Edition 2/3
The Dakis Joannou Collection

50. Untitled, 1997
Taxidermied mouse and fabric
Collection of Beth Swofford

46. Jean-Pierre, 1999
Plastic, clothing, shoes,  
and blanket
Laura Steinberg  
and Bernardo Nadal-Ginard

52. Working Is a Bad Job, 
1993
Inkjet print on plastic
Rubell Family Collection, Miami
Exhibition copy

51. Ten Part Story, 1999
10 chromogenic prints with 
postal stamps and labels
Collection of Allison Salke

53. Untitled, 2009
Polyurethane rubber
A.P. 1/20, edition of 80 
Private collection

54. Untitled, 1997
Taxidermied dog
Private collection, Paris

55. Untitled, 2001
Wax, pigment, human hair, 
fabric, and polyester resin
Edition 1/3
The Dakis Joannou Collection

56. Love Lasts Forever, 
1997
Donkey, dog, cat, and rooster 
skeletons
A.P. 1/1, edition of 1
Private collection

58. Untitled, 1998
Olive tree, earth, water, wood, 
metal, and plastic
Castello di Rivoli, Museo d’Arte 
Contemporanea, Rivoli-Turin
Exhibition copy

57. Untitled, 1997
Rubber, pigment, and pencil
Consolandi Collection, Milan

48. Untitled, 2007
Resin, paint, human hair, 
clothing, packing tissue, wood, 
and screws
A.P. 1/2, edition of 3
Private collection

62. Daddy, Daddy, 2008
Polyurethane resin, steel,  
and epoxy paint
Edition 1/3
Private collection

60. Less than ten items, 
1997
Steel, rubber, and plastic
Edition 3/3
Private collection, Milan

59. Untitled, 2000
Gelatin silver print
A.P. 11/12, edition of 60
Private collection

49. Untitled, 2004
3 flag poles, polyurethane,  
polyester resin, paint, fabric, 
rope, and synthetic hair
A.P. 1/1, edition of 3
Private collection

63. We, 2010
Polyester resin, polyurethane, 
rubber, paint, human hair, 
fabric, and wood
Edition 3/3
The Dakis Joannou Collection

66. Angolo dei ricordi, 
1989
Plexiglas, brass,  
and correspondence
Private collection
Exhibition copy

61. Edizioni dell’obbligo, 
1991
Notebooks, Plexiglas, and iron
Private collection

64. Untitled, 1996
2 taxidermied hares  
and glass eyes
Private collection

67. Novecento, 1997
Taxidermied horse, leather 
saddle, rope, and pulley
Castello di Rivoli Museo d’Arte 
Contemporanea, Rivoli-Turin, Gift of 
the Supporting Friends of the Castello 
di Rivoli

65. Steve, 2002
Silicone rubber, blanket, 
clothing, and shoes
Private collection
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1. Lullaby, 1994
Fabric and rubble
Fondazione Sandretto Re Rebaudengo, 
Turin

3. Punto di vista mobile, 
1989
Cast iron and lacquered wood
My Private, Milan

4. Untitled, 2007
Taxidermied horse
Edition 2/3
The Dakis Joannou Collection

5. Untitled, 1996
Gelatin silver print
Edition 3/3
The Starec Trust

6. Untitled, 1989
Plexiglas and iron
Private collection

7. Him, 2001
Polyester resin, wax, pigment, 
human hair, and suit
A.P. 1/1, edition of 3
Danielle and David Ganek

8. Don’t Forget to Call 
Your Mother, 2000
Silver dye bleach print,  
face-mounted to acrylic
Edition 9/10
Danielle and David Ganek

10. Strategies, 1990
77 magazines
Private collection

9. Esaurita, 1992
Black-and-white photograph
A.P. 1/1, edition of 1
Private collection

13. Frank and Jamie, 2002
Polyester resin, wax, pigment, 
human hair, clothing, shoes, 
and accessories
Edition 3/3
The Dakis Joannou Collection

14. All, 2007
Carrara marble, nine parts
A.P. 1/2, edition of 3
Private collection
Exhibition copy

15. Untitled, 2004
Taxidermied donkey
Stefan T. Edlis Collection

16. Untitled, 1994
Acrylic on canvas
Collezione Mariano Pichler, Milan

17. Untitled, 2010 
Carrara marble
Private collection
Exhibition copy

18. Untitled, 1999
Offset print
Edition 4/10
Private collection, New York

19. Catttelan, 1994
Neon
Fondazione Sandretto Re Rebaudengo, 
Turin
Exhibition copy

25. Untitled, 1999
Acrylic on canvas
Jacopo and Zeno Zotti

11. Untitled, 1998
Acrylic on canvas
Private collection, Los Angeles

23. Good versus Evil, 
2003
32 hand-painted porcelain  
figures, wood, chessboard,  
and travel case
A.P. 4/4, edition of 7
Private collection

21. Untitled, 1995
Acrylic on canvas
Jacopo and Zeno Zotti

20. Untitled, 1991
Pen on paper
Private collection

24. La Nona Ora, 2005
Gold
A.P. 1/1, edition of 1
The Dakis Joannou Collection

22. Mother, 1999
Silver dye bleach print
Edition 3/10
Rubell Family Collection, Miami

12. Stone dead, 1997
Taxidermied dog
Andrea Thuile and Heinz Peter Hager, 
Bolzano, Italy

2. Untitled, 1993
Acrylic on canvas
Tullio Leggeri Collection

Because this drawing was 
created before the exhibition 
was installed, there may 
be discrepancies in the 
placement of certain works. 
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106. Stadium, 1991
Wood, acrylic, steel, paper,  
and plastic
Private collection

100. La Nona Ora, 2009
Marble and silver 
A.P.
Private collection 104. Super Us, 1998

50 acetate sheets
Private collection, Paris

98. Il Bel paese, 1994
Wool carpet
Fondazione Sandretto Re Rebaudengo, 
Turin

102. -74.400.000, 1996
Broken safe
Private collection, Japan
Exhibition copy

105. Cheap to Feed, 1997
Taxidermied dog
Danielle and David Ganek

99. Christmas ’97, 1997
Printed mouse pad
Edition 3/3
Collection Renato Alpegiani, Turin

103. Untitled, 1991
Typewritten paper with ink 
additions
Private collection

95. Love Saves Life, 1995
Taxidermied donkey, dog, cat, 
and rooster
Tullio Leggeri Collection

92. Untitled, 2001
Stainless steel, wood, electric 
motor, light, bell, and computer
A.P. of 2, edition of 10
Private collection

91. Philippe, 1999
Foam and fabric
Rubell Family Collection, Miami

96. Mini-me, 1999
Resin, rubber, synthetic hair, 
paint, and clothing
Collection of Karen and Andy Stillpass

97. La Rivoluzione 
siamo noi, 2000
Polyester resin, wax, pigment, 
felt suit, and metal coat rack
Edition 3/3
Solomon R. Guggenheim Museum, 
New York, Purchased with funds 
contributed by the International 
Director’s Council and Executive 
Committee Members: Ann Ames, 
Edythe Broad, Henry Buhl, Elaine 
Terner Cooper, Dimitris Daskalopoulos, 
Harry David, Gail May Engelberg, 
Linda Fischbach, Ronnie Heyman, 
Dakis Joannou, Cindy Johnson, Barbara 
Lane, Linda Macklowe, Peter Norton, 
Willem Peppler, Denise Rich, Simonetta 
Seragnoli, David Teiger, Ginny Williams, 
and Elliot K. Wolk 2000.116

101. Untitled, 1996
Taxidermied rabbit  
and rabbit parts
A.P. 1/1, edition of 1
Private collection

93. Untitled, 2000
Polyester resin, paint,  
and synthetic flowers
Edition 2/3
Leopoldo Villareal

94. Untitled, 1997
Dog skeleton and newspaper
Collezione Renata Novarese

68. Untitled, 2009
Polyurethane rubber and steel
A.P. 1/2, edition of 10
Private collection

70. Untitled, 1997
Neon and Plexiglas
Edition 3/3
Private collection, Italy

71. Good Boy, 1998
Taxidermied dog
The Virginia and Bagley Wright 
Collection, Seattle, promised gift to  
the Seattle Art Museum in honor of  
the 75th Anniversary of the Seattle  
Art Museum

69. Christmas ’94, 1994
Painted plaster and 
incandescent lightbulbs
Edition 3/3
Collection Renato Alpegiani, Turin

72. Non si accettano 
testimoni di Geova, 1989
Engraved brass
My Private, Milan

73. Untitled, 1997
Bicycle
Andrea Thuile and Heinz Peter Hager, 
Bolzano, Italy

75. Untitled, 1997
Plexiglas, neon, and stainless 
steel
Private collection
Exhibition copy

76. Untitled, 1997
Acrylic on canvas
Massimo Bolfo Collection, Lugano, 
Switzerland

74. Errotin, le vrai lapin, 
1995
Silver dye bleach print
Edition 3/3
Private collection, Paris

77. Christmas ’95, 1995
Neon
Edition of 3
Fondazione Sandretto Re Rebaudengo, 
Turin
Exhibition copy

78. Charlie, 2003
Tricycle, steel, varnish, rubber, 
resin, silicone, human hair, 
paint, clothing, shoes, and 
electric motor
Edition 2/3
Collection of Beth Swofford, partial 
and promised gift to the Museum of 
Contemporary Art, Los Angeles

79. Moi-même- 
soi-même, 1997
Black-and-white photograph
Collection Marc and Josée Gensollen, 
Marseille

80. Untitled, 1996
Acrylic on canvas
Yageo Foundation Collection, Taiwan

82. Betsy, 2002 
Wax, pigment, polyester resin, 
human hair, clothing, and  
refrigerator
Brown Family Collection,  
Newbury, England

83. Grammatica 
quotidiana, 1989
Offset lithograph on letterpress-
printed board and paper
Private collection, Italy

84. Sparky, 1999
Marble
Collection Hervé Lebrun

90. Untitled, 1998
Chromogenic print
Edition of 10
Collection Lorenzo Sassoli de Bianchi

87. Untitled, 1997
Acrylic on canvas
Private collection, Milan

88. Untitled, 1993
Acrylic on canvas
Private collection

86. Untitled, 1999
Hand-carved granite, medium-
density fiberboard, and steel
Edition of 2
Collection of Lisa and Steven Tananbaum
Exhibition copy

85. Untitled, 1997
Taxidermied ostrich  
and wood chips
François Pinault Foundation

89. Felix, 2001
Oil on polyvinyl resin  
and fiberglass
A.P. 1/1, edition of 2
The Yuz Foundation

81. Untitled, 1997
Taxidermied dog
Laura Steinberg  
and Bernardo Nadal-Ginard

For this project at the Guggenheim, Cattelan has simultaneously embraced and subverted the notion 
of an exhaustive survey exhibition. The site-specific installation All radically upends the ordered 
hierarchies and conventional viewing conditions of the museum retrospective by suspending his 
entire body of work in a disorientating, seemingly haphazard mass in the center of the building’s 
Frank Lloyd Wright–designed rotunda. This unorthodox presentation, which is visible to visitors from 
the ground floor and from each ascending ramp, brings together almost every work the artist has 
created since 1989, including sculptures, paintings, photographs, and works on paper, in a sculptural 
environment that functions as a unified artwork in its own right.

This schematic drawing of the installation identifies each object in the exhibition. For more extensive 
documentation of Cattelan’s artworks, actions, and other projects, a multimedia mobile app is 
available for download at guggenheim.org/cattelan-app. Introduced by filmmaker John Waters, the 
app includes an overview of the artist’s career, detailed texts on every work in the exhibition, behind-
the-scenes footage of the installation, and video commentary by many of Cattelan’s key associates.

Drawing by Pierpaolo Ferrari and Matteo Nuti

110. Untitled, 1994
Color photograph,  
face-mounted to acrylic
Edition 3/3
Collezione Del Monte, Bergamo, Italy

113. Hollywood, 2001
Color print, face-mounted to 
acrylic, and wooden frame
Edition 3/10
Private collection, New York

111. Untitled, 1994
Acrylic on canvas
Private collection

116. Untitled, 2000
Polyester resin, brass fixtures, 
audio, and electric lights
Edition 3/3
Danielle and David Ganek

114. Untitled, 1997
Taxidermied mouse and string
Collection of Karen and Andy Stillpass

112. Untitled, 1995
Photographic print
Edition 3/3
Danielle and David Ganek

118. Tarzan & Jane, 1993
Silver dye bleach print
Collection of Antonio Petillo, Naples

117. Ave Maria, 2007
Polyurethane, paint, clothing, 
and metal
Edition 2/3
The Dakis Joannou Collection

119. L.O.V.E., 2010
Carrara marble
Private collection
Exhibition copy

124. Untitled, 1993
Plastic, fabric, wood, lead,  
and string
Andrea Thuile and Heinz Peter Hager,
Bolzano, Italy
Exhibition copy

125. Cesena 47 – A.C. 
Forniture Sud 12, 1991
Black-and-white photograph
Edition of 2
Fondazione Sandretto Re Rebaudengo, 
Turin

121. Untitled, 2000
Felt suit and wooden hanger 
Edition 1/10
Neda Young

120. Bidibidobidiboo, 
1996
Taxidermied squirrel, ceramic, 
Formica, wood, paint, and steel
Fondazione Sandretto Re Rebaudengo, 
Turin

127. Untitled, 2009
Taxidermied horse, steel,  
and felt-tip pen on wood
A.P. 1/2, edition of 3
Private collection

115. Untitled, 1998
Polyester resin, paint, fabric, 
and leather
Edition of 2
Private collection

128. La Nona Ora, 1999
Polyester resin, wax, pigment, 
human hair, fabric, clothing, 
accessories, stone, glass, and 
carpet
Private collection

123. Untitled, 2002
Taxidermied donkey, wood, 
metal, fabric, paper, rope,  
and rubber
The Dakis Joannou Collection

122. Untitled, 2003
Resin, paint, synthetic hair, 
clothing, shoes, electronic 
device, and steel drum
Edition 1/3
The Rachofsky Collection, Dallas

107. Untitled, 1996
Acrylic on canvas
Collection of Emmanuel Perrotin

108. Untitled, 1997
Acrylic on canvas
Private collection, Italy

126. Oblomov 
Foundation, 1992
Engraved glass
Andrea Thuile and Heinz Peter Hager, 
Bolzano, Italy
Exhibition copy

109. Untitled, 1997
Taxidermied cow  
and scooter handles
Private collection

Throughout his career, Maurizio Cattelan (b. 1960, Padua, Italy) has used the exhibition format 
as a mode of artistic expression. Since his first solo show in 1989, in which he hung a sign saying  
“Be right back” on a locked gallery door (Torno subito, 1989), Cattelan’s preoccupation with the 
possibility of failure has led him to concoct a series of ingenious ways to avoid the burden of 
production and complicate access to his creative output. Subsequent strategies of evasion have 
included displaying an authentic police report that documented the fictional theft of an invisible 
artwork (Untitled, 1991); bricking up the entrance to a gallery so that visitors could only glimpse its 
contents—a small mechanical bear on a tightrope—through a window (Untitled, 1993); creating an 
exact replica of another artist’s show at a nearby gallery (Moi-même-soi-même, 1997); and dressing 
his gallerists in absurd costumes that transformed them into live artworks (Tarzan & Jane, 1993; 
Errotin, le vrai lapin, 1995; and Untitled, 1999). At times, Cattelan has eschewed the exhibition 
context altogether, focusing on collaborations such as the magazines Charley (2002–10), Permanent 
Food (1995–2007), and Toilet Paper (2010– ) and outlandish curatorial projects ranging from a 
feigned biennial on the island of Saint Kitts (6th Caribbean Biennial, 1999) to a miniature art gallery 
in a sealed-off single square foot of space (The Wrong Gallery, 2002–07). 
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